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第１学年 算数科学習指導案

日 時 平成２２年９月３０日（木） ５校時
学 級 １年１組 男子 15名 女子 16名 計 31名
場 所 １年１組教室
授業者 教諭 大森 美子

１ 単元名 「ふえたり へったり」

２ 単元について
(1) 教材について

本単元は学習指導要領の内容 A（２）「加法及び減法の意味について理解し、それらを用いること
ができるようにする。」、D（１）「加法及び減法が用いられる場面を式に表したり、式を読み取った
りすることができるようにする。」を受けて設定したものである。
児童はこれまでに、加法、減法の意味と１位数どうしの加減計算（繰り上がり、繰り下がりなし）

のしかたを学習した。さらに、簡単な場合の１０と１位数の加法とその逆の減法計算（繰り上がり、
繰り下がりなし）などのしかたを数の構成を中心に学習した。これらの学習を通して、２０までの
数範囲における繰り上がり、繰り下がりのない場合の加減計算のしかたについて一応理解したこと
になる。
本単元では、３口の数についても加減の計算ができることを理解させ、それを一つの式に表した

り、また、その計算ができるようにしたりすることをねらいとしている。３口の計算を、前から順
に計算することで、既習の２口の計算に帰着させて考えさせる。これは、次単元で学習する繰り上
がり、繰り下がりのある計算を進める際の数処理を円滑にできるようにすることを意図している。

(2) 児童について
算数の学習に意欲的に取り組む児童が多い。発表に対しても意欲的な児童が多く、友達の発表に

対して「同じです」「ほかに」等の意思表示もできるようになってきている。しかし、まだ、答えの
発表にとどまっており、考えを発表できるのは数名である。発表の仕方も含め取り組んでいるとこ
ろである。また、学習内容の理解にかなり時間がかかる児童もいるなど個人差が大きく、個別の支
援を必要とする児童もいる。
児童は、これまでに具体的な操作活動を通して、２０までの数の構成を学習し、数の概念を深め

てきた。また、１位数どうしの加減計算では、ブロック操作と言葉の表現、式を結び付けて学習し
てきた。お話しながらブロック操作をすることに慣れてきている。
本単元のレディネステストの結果は次の通りである。

問題の内容 正 答 率
１ １位数どうしの加法計算（繰り上がりなし）ができる。 ９７％
２ (未習問題）１０＋４の計算ができる。 ８６％
３ １位数どうしの減法計算（繰り下がりなし）ができる。 ８１％
４ （未習問題）１７－７の計算ができる ４０％
５ 加法の場面を立式し、答えを求めることができる。 式 答え ７９％ ９０％
６ 減法の場面を立式し、答えを求めることができる。 式 答え ９７％ ９７％
７ （未習問題）３口の加法計算ができる。 ８３％
８ （未習内容）３口の減法計算ができる。 ６６％
加法の計算については、概ねできている。レディネステストを実施したのが７月半ばであったた

め、減法の習熟が十分でなかった。また、前単元の１０＋１位数、２０未満の２位数－１位数の内
容が未習であったため、無答が多かった。減法については計算カード練習等を通して計算能力を高
めてきた。文章題の立式では、加法と減法を混同している児童がいたので、補充指導を行った。本
単元でも、場面と操作、言葉を結び付けた活動を重視し、計算の意味の理解を深めたい。単位時間
において、既習事項を活用して解決できたことを児童に実感させることにより、活用することのよ
さを意識させていきたい。

(3) 指導にあたって
これまで、２口の数についての計算を学習してきた児童にとって、３口の数の加法、減法の式を

立てることは抵抗もあることと思われる。そこで、話の順序に沿ってブロックを操作しながら題意
をとらえさせ、その順序に沿って式に表すようにする。操作と言葉を関連付けることにより、一つ
の式に表すと問題文通りに表すことができるよさや、前から順序に計算すれば今までの加法や減法
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の計算と同じ方法で答えが出せることを理解させたい。
指導にあたっては問題の条件を順次増加していく事実（加法）、順次減少していく事実（減法）の

素材を取り上げ、無理なく立式できるようにしていく。その後で加減混合の場合を取り上げるが、
ここでも、条件に順次性をもち、時間的な経過が順序立ててとらえられる場面を提示して立式とそ
の計算のしかたにスムーズに入れるようにいしていきたい。
はじめは、３口の数のたし算の場面を扱う。ここでは、３口の数を一つの式に表すことができる

ことに気付かせることが大切である。情景を視覚化したり、図解したりするなどして、それと対応
させながら話し合い、式の意味理解を図っていきたい。そして、ブロック操作による具体的な操作
を取り入れ、場面と式をつなげ理解を深めていきたい。
次に、３口の数のひき算の場面では、３口の減法計算も一つの式で表せることを理解させる。３

口の数の加法より混乱する児童がいると思われるので、式はお話をそのまま表すものという既習事
項をもとに理解を図っていきたい。また、場面把握の段階で、前時を想起させることにより前時の
学習を生かして、立式の際に一つの式に表そうとする意識をもたせたい。
そして、３口の加法、減法が混在している場面を扱う。すでに３口の数についても一つの加法あ

るいは減法に表せることを学習しているので、ブロックを使って場面を理解させた後は、各自ブロ
ックによる操作を通して立式とその解決にあたるようにさせる。
単元を通して、場面とブロックの操作、そして立式が一つに結び付くことを認識させていく。そ

して、単元の終わりに、ブロックの動きを見て立式する体験を繰り返し行い、三つの数の場面でも、
また加減が混在していても、一つの式に表せることを改めて実感させたい。
３口の数の計算のしかたについては、既習の２口の計算と関連させて左から順序に計算すれば今

までの計算と同じ方法で答えが出せることを理解させ、計算能力を高めたい。

(4) 活用させたい「知識・技能」

既習事項 既 習 事 項 の 活 用

加法、減法の意味 ３口の数の場面を把握して、式に表す。

１位数どうしの加減計算 ３口の計算の答えを求めるとき、前から順に計算する。
（繰り上がり・繰り下がりなし）

２０までの数の構成 数構成に基づいて、３口の計算の答えを求める。

ブロック操作 ３口の数の場面を確かに把握して、式に表す。

単元の学習の関連と発展
第１学年 第２学年 第３学年

④あわせていくつふえるといくつ ②何十の計算 ⑤たし算とひき算のひっ算

⑤のこりはいくつちがいはいくつ ③たし算のひっ算

⑥１０よりおおきいかず ④ひき算のひっ算

⑧ふえたり へったり ⑥３けたの数

⑨たしざん ⑦計算のくふう

⑩ひきざん ⑧たし算とひき算のひっ算

⑮たし算とひき算
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３ 単元の目標と評価規準

領域等 目 標 評価規準

算数への ○日常の事象から３口の数の加減や加 ○問題場面から数量の関係を読み取
意欲・関心・態度 減混合の計算の場面を読み取り、式 り、式に表そうとしている。

に表して考えようとする。

数学的な考え方 ○２口の数の加法や減法の考え方を用 ○３口の数の計算のしかたについて、
いて、３口の数の計算のしかたにつ 既習の加法や減法の考え方を適用し
いて考えることができる。 て、発展的にとらえている。

○ブロックや言葉、式を用いて表現し
たり、工夫したりしている。

数量や図形につい ○３口の数の加減計算の場面を一つの ○３口の数の加減計算の場面を一つの
ての表現・処理 の式に表し、その計算ができる。 式に表している。

○３口の数の加減計算が確実にできて
いる。

数量や図形につい ○３口の数の加減計算の式の意味とそ ○３口の数の加減計算の場面を一つの
ての知識・理解 の計算のしかたを理解することがで 式に表せることを理解している。

きる。 ○３口の加減計算は、前から順に計算
することを理解している。

４ 単元の指導計画・評価計画（４時間扱い）

段 時 ○学習課題 評価規準
目 標 ・主な学習活動 【評価の観点】

階 間 ☆主な支援の手立て （評価方法）

１ ○３口の数の加法の式 ○３つのかずをしきにあらわそう。 問題場面から数量の関係を
と の意味とその計算の ・絵を見て、お話を作る。 読み取り、簡単な式に表そう
ら したを理解し、その ・３口の加法の場面を一つの式 としている。
え 計算ができる。 に表す。 【関心・意欲・態度】
る ・立式し、計算の仕方を考える。 （観察・学習シート）

☆ブロック操作と言葉、式を結び ３口の数の加法の場面を一
付けて考えさせる。 つの式に表し、その計算がで

きている。 【表現・処理】
（発言、学習シート）

２ ○３口の数の減法の式 ○３つのかずを一つのしきにあら ３口の数の減法の場面を一
た の意味とその計算の わそう。 つの式に表し、その計算がで
し しかたを理解し、そ ・絵を見て場面を把握する。 きている。 【表現・処理】
か の計算ができる。 ・３口の減法の場面を一つの式に （発言、学習シート）
め 表す。 ３口の減法計算の仕方を理
る ・計算の仕方を考える。 解している。【知識・理解】

☆ブロック操作と言葉、式を結び （観察、学習シート）
付けて考えさせる。

３ ○３口の数の加減混合 ○ ふえたりへったりしていると ３口の加減混合計算につい
の式の意味とその計 きの おはなしを、１つのしきに て、既習の加法や減法の考え（

算のしかたを理解し、 あらわそう。 方を適用して考えている。
本 その計算ができる。 ・絵を見て場面を把握する。 【数学的な考え方】
時 ・３口の加減混合計算の場面を一 （発言、学習シート））

つの式に表す。 ３口の加減混合計算のしか
・計算の仕方を考え、計算をする。たを理解している。
☆絵やブロック操作と結びつけな 【知識・理解】
がら、加減混合の場合も順序に （観察、学習シート）
計算すればよいことをおさえる。

ま ４ ○３口の数の計算能力 ○３つのかずのけいさんめいじん ３口の数の加減計算の場面
と を高める。 になろう。 を一つの式に表し、その計算
め ・「やってみよう」 ができている。【表現・処理】
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る ○文章問題解決を通し ３口の加減計算の式をブロック （学習シート、プリント）
・ て、３口の数の式の で表現したり、ブロックの動き
ひ 意味理解を深める。 を見て３口の加減計算の式と答 ３口の数の計算の仕方を理
ろ えを言ったりする。 解している。
げ ・練習問題を解く。 【知識・理解】
る ☆つまずいている児童には個別に （観察、学習シート）

支援する。

５ 本時の指導（３／４）
(1) 目 標
○ ３口の数の加減混合の式の意味とその計算のしかたを理解し、その計算ができる。

(2) 本時の指導にあたって
〈仮説との関わり〉

手立て１ 活用させたい「知識・技能」の明確化
・３口の数を一つの式に表すこと
・３口の数の加法、減法計算

手立て２ 「知識・技能」を活用した算数的活動の位置付け
ア 活用を意識させる導入
イ 具体的場面に即した操作活動と言葉、式を結びつける活動

友達の考えを読み取る場の設定
手立て３ 学びのよさに気づく評価活動

・視点を明確にした自己評価
(3) 展 開

段階 学習内容・学習活動 支援の手立てと評価の観点 準備・資料

１ 問題を把握する。 ・挿絵
と ・「はじめに」「つぎに」「それから」
ら ねこはなんびきに なりましたか。 という表現で問題場面をおさえる。
え ・場面について話し合わせ、話し合い
る ・絵を見てお話作りをする。 を手がかりに、ふえたりへったりし

・既習との違いを考える。 ていることに気付かせる。
【活用】手立て２ーア ・既習事項

の掲示
前時までの学習をもとに、三つ ・前時までの既習事項の掲示を活用

の数を一つの式に表す。 し、本時も三つの数を一つの式に表
す学習であることを確認する。

２ 課題を把握する。 ・学習シー
・前時までとの違い、増える（たし算） ト

ふえたりへったりしているときの と減る（ひき算）が混じってること
おはなしを、１つのしきにあらわそ をおさえ、課題につなげる。
う。

３ 見通しをもつ。 ・「はじめに」「つぎに」「それから」
(1) ねこをブロックに置き換えて、お という表現と操作を結び付ける。
話に合わせて動かす。
はじめに、ねこが５匹のっていま ・全員ブロック操作をして、立式や計
す。つぎに、３匹おりました。 算のしかたの見通しをもたせる。
それから、２匹のりました。
ねこは４匹です。

【活用】手立て２―イ

７ 分 お話に合わせてブロック操作を
する。
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た ひ ４ 自力解決をする。
し と ・机間指導をし、つまずいている児童 ブロック
か り ○ ブロックの動きに合わせて立式す の支援をする。
め 学 る。 ・立式ができた児童には、自分の考え
る び しき ５－３＋２＝４ を説明できるようにさせる。

こたえ ４ひき 【評価規準】（数学的な考え方）
３口の加減混合の場面を、既習の加法や減

法の考え方を適用して考えている。
《具体の評価規準》 支援を要すると判断され

B た児童への具体的手立て
３口の加減混合の場 絵に合わせてブロック

面を一つの式に表して 操作をさせながら、一つ
いる。 の場面ずつ式と結び付け

て考えさせる。

４ 【具体の評価規準 Bの例】
分 ５－３＋２＝４

と ５ 集団解決をする
も ○ ひとり学びの結果を発表する。 ・式の順序の妥当性をブロック操作や ・教師用ブ
学 ・式の確認 挿絵に合わせて説明させる。 ロック
び ５－３＋２＝４
【活用】手立て１ ・全員で式を言いながらブロック操作

をすることにより式の意味の理解を
ブロックの動きに合わせて三つ 深める。

５ の数を一つの式にあらわす。 ・一つの式に表すよさを押さえる。
分

ひ ６ 自力解決をする。
と ○ 計算のしかたを考える。
り ５－３ ＋ ２＝４ ・３口の加法や減法の計算と同じよう
学 ２ に考えさせる。
び ・計算の順序をまとめさせる。
４ 左から順に計算する。
分

７ 集団解決をする。
と ○ ひとり学びのしかたを確かめる。 ・ペアで、計算の仕方を説明し合う。 ・教師用ブ
も ・計算の仕方の確認 ・計算のしかたを、「はじめに」「つぎ ロック
学 ５－３ ＋ ２＝４ に」「それから」という言葉やブロ
び ２ ック操作、絵と対応させながら説明

左から順に計算する。 させる。
【活用】手立て２―イ

友達のブロック操作を、説明さ ・計算の仕方を、ブロック操作、式、
せる。 言葉で確かめる。

５ ○ 計算のしかたをまとめる。 ・これまでの３口の計算と同じように
分 ５－３ ＋ ２＝４ 左から順に計算することを確認す

２ る。

８ 類似問題を解く。
○ 立式し、計算の順序通りに計算す 【評価規準】（知識・理解）
る。 ３口の数の加減混合計算のしかたを理解し
６－２ ＋ ４＝８ ている。
４ 《具体の評価規準》 支援を要すると判断され

Ｂ た児童への具体的手立て
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３口の加減混合計算 一緒にブロック操作
も左から順に計算する をしながら計算の順序を

○ 全体で確認する。 ことを理解している。 とらえさせる。

【具体の評価規準 Bの例】

６－２ ＋４＝８
４

10 ○ 式からお話を作る。
分 【活用】２－イ ・３口の数の式からお話作りをするこ

28 とにより、式の意味理解を深める。
分 式を読み取る。

９ まとめる
ま
と ふえたりへったりしているときも ・言葉と式によるまとめをして、計算
め 一つのしきにできます。 の仕方をしっかり理解させる。
る ひだりからじゅんに けいさんし ・３口の加減混合の計算も３口の加減

ます。 計算と同じであることを確認する。
５－３ ＋２＝４
２

10 適用問題を解く。 ・早くできた児童には「どんどん」 ・「どんど
１０－９＋３ 問題に取り組ませる。 ん」問題
１０－３＋２ ・念頭操作が難しい児童にはブロック

を操作して解決させる。
11 学習を振り返る。

１０ ・本時の自己評価をする。 ・学習してわかったことを発表させ、
分 学習の価値付けをする。

(4) 板書計画

もんだい かだい まとめ

ふえたり、へったりしてい ふえたりへったりして
絵 絵 絵 るときの おはなしを、１つ いるときも１つのしきに

の しきにあらわそう。 できます。
ひだりからじゅんに

ねこはなんびきになりましたか。 けいさんします。
ブロック ５－３ ＋ ２＝４

５ －３ ＋２ ＝４ ２
５ひき ３びきおりる ２ひきのる

□□□□□ □□ □□□ □□ □□ 練習問題
①６－２＋４

５ ５－３＝２ ２＋２＝４
②１０－９＋３

しき ５－３＋２＝４ ③１０－３＋２
こたえ ４ひき


